
 インドネシアの事を知らない⼈も、⾊ も々っと知りたい⼈もいるかと思いま
すので、インドネシア⽂化、歴史などをこれから紹介したいと思います。
 インドネシアは東南アジア南部に位置し、⾚道にまたがる13,466 もの⼤
⼩の島により構成されています。⽇本だとバリ島が有名ですね。⾸都はジャ
カルタです。
 公⽤語はインドネシア語ですが、500 以上の⾔語が話されています。
 ⼈⼝は約 2.7 億⼈で⽇本の約 2 倍です。
⾚道直下のインドネシアは熱帯性気候に属し、乾季と⾬季に分かれます。

気温は 21 〜 33℃です。

 国⺠の交通⼿段は主に⾞とバイクです。ベチャという三輪⼈⼒⾞があります。お客様が前の椅
⼦に座り、運転⼿が⾃転⾞をこぎ、⽬的地へ向かいます。近くに⾏く時はこのベチャを使っています。
 インドネシアは⾷の⼤国とも⾔われているように、様 な々地域特有の⾹⾟料を使った⾷事を楽し
むことが出来ます。
 肝付町からインドネシアまで約９時間ぐらいです（肝付町〜関⻄国際空港〜ジャカルタ⼜はバリ）。
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李 京和（イ キョンファ）
地域おこし協⼒隊として活動中。韓国語
講座や韓国料理教室などを⾏っている。

京和の

お国自慢
（朝鮮王朝編）
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地域を変える

地域おこし協力隊 ユディカ エルギヤントさん
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